
 

事務事業評価シート 
 

 

事務事業名 配水ブロック化事業 事業コード 1251 

所属コード 905100 課等名 上下水道局 水道維持課 係名 配水調整係 

課長名 坂本 純一 担当者名 本間 剛英 内線番号 697-6278 

評価分類 ■ 一般  □ 公の施設  □ 大規模公共事業  □ 補助金  □ 内部管理 

 

１ 事務事業の基本情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 概要 

総合計画 

体系 

施策の柱 快適な都市機能 コード 7 

施策 いつでも信頼される上水道事業の推進 コード 5 

基本事業 安定給水の確保 コード 1 

予算費目名 水道事業会計  1 款 10 項 20 目 配水ブロック化事業（024-10） 

特記事項  

事業期間 □単年度  □単年度繰返  ■期間限定複数年度 開始年度 S53～H28年度 

根拠法令等 水道法第５条 

 

(2) 事務事業の概要 

４浄水場の配水区域をブロック化する。 

 

(3) この事務事業を開始したきっかけ（いつ頃どんな経緯で開始されたのか） 

昭和 53 年度から漏水防止計画を定め小ブロック化を進め，昭和 61 年度から現在の中ブロック化を

実施。平成 4年度都南村合併後，67 の中ブロック化へ計画を見直し，さらに平成 22 年 2月に策定され

た盛岡市配水管整備計画により 87 の中ブロック化へ見直され現在進行中である。 

 

(4) 事務事業を取り巻く現在の状況はどうか。(3)からどう変化したか。 

地球温暖化や水環境が悪化する中で水資源を有効に利用していくことが水道事業の責務であり，こ

の配水ブロック形成の最終到達は総合的水運用が可能な配水コントロールを目指すものである。 

 

２ 事務事業の実施状況（Do）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 対象（誰が，何が対象か） 

配水ブロック 

 

(2) 対象指標（対象の大きさを示す指標） 

指標項目 単位 
23 年度 

実績 

24 年度 

実績 

25 年度 

計画 

25 年度 

実績 

26 年度 

見込み 

A 計画ブロック数 ブロック 87 87 87 87 87 

B        

（平成 25 年度実施事業） 



 

 

 

(3) 25 年度に実施した主な活動・手順 

配水ブロック形成。 

平成25年度実施予定だった配水調整ブロック整備工事が入札不調により繰越工事となったことから，

平成 25 年度のブロック形成は０となり，トータルでは平成 24 年度実績のままの 80 ブロックとなる。 

 

(4) 活動指標（事務事業の活動量を示す指標） 

 

(5) 意図（対象をどのように変えるのか） 

配水施設が機能的，合理的に整理され配水状態が容易に把握できる。 

 

(6) 成果指標（意図の達成度を示す指標） 

 

(7) 事業費 

項目 財源内訳 単位 23 年度実績 24 年度実績 25 年度計画 25 年度実績 

事業費 ①国 千円 0 0 0 0 

②県 千円 0 0 0 0 

③地方債 千円 0 0 0 0 

④一般財源 千円 0 0 0 0 

⑤その他（       ） 千円 23,064 20,262 36,300 0 

A 小計 ①～⑤ 千円 23,064 20,262 36,300 0 

人件費 ⑥延べ業務時間数 時間 480 480 480 480 

B 職員人件費 ⑥×4,000 円 千円 1,920 1,920 1,920 1,920 

計 トータルコスト A＋B 千円 24,984 22,182 38,220 1,920 

C        

指標項目 単位 
23 年度 

実績 

24 年度 

実績 

25 年度 

計画 

25 年度 

実績 

26 年度 

目標値 

A 形成ブロック数 ブロック 77 80 82 80 83 

B        

C        

指標項目 性格 単位 
23 年度 

実績 

24 年度 

実績 

25 年度 

計画 

25 年度 

実績 

26 年度 

目標値 

A ブロック形成率（形成ブロック数

/計画ブロック数） 

■上げる 

□下げる 

□維持 

% 89 92 94 92 95 

B  □上げる 

□下げる 

□維持 

      

C  □上げる 

□下げる 

□維持 

      



 

備考 

 

 

 

３ 事務事業の評価（See）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 必要性評価（評価区分が「内部管理」の事務事業は記入不要） 

① 施策体系との整合性 

結びついている 

理由：ブロック化は配水施設を機能的に整理でき，配水状態を容易に把握できる。 

 

② 市の関与の妥当性 

妥当である 

理由：水道料金で経営している水道事業において，その収益で事業を実施することは当然である。 

 

③ 対象の妥当性 

現状で妥当である 

理由：計画的に整備を行っている。 

 

④ 廃止・休止の影響 

影響がある 

その内容：水道事業において安定給水の確保が困難となる。 

 

(2) 有効性評価（成果の向上余地） 

 向上余地がある 

その内容：管網整備や配水幹線の融通を図ることにより水運用が可能となる。 

 

(3) 公平性評価（評価区分が「内部管理」の事務事業は記入不要） 

公平・公正である 

理由：全ての水道使用者が受益者であり，水道料金を財源としている水道事業において，安全な水

を供給することは水道事業者の責務である。 

 

(4) 効率性評価 

削減できない 

理由：平成 22 年 2 月策定の盛岡市配水管整備計画に基づきブロック計画が見直され，形成箇所の

増加に伴う事業費増が見込まれる。また設計積算のシステム化や工事監督管理を必要最小限に留めて

いる。 

 

４ 事務事業の改革案（Plan）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 改革改善の方向性 

事業の妥当性 組織マネジメント 



 

都市開発，宅地開発，大口使用者などの水需要の動向に合わせブロック形成の見直しを行っていく。 

 

(2) 改革改善に向けて想定される問題点及びその克服方法 

ブロック形成の見直しに当たり，正確な水需要予測をする必要がある。 

 

 

 

 

５ 課長意見・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(1) 今後の方向性 

□ 現状維持（従来どおりで特に改革改善をしない） 

■ 改革改善を行う（事業の統廃合・連携を含む） 

□ 終了・廃止・休止 

 

(2) 全体総括・今後の改革改善の内容 

  平成 21 年度に策定した盛岡市配水管整備計画に基づき配水ブロック化事業を推進している。配水

ブロック内の流量情報をデジタル化して，異常流量・異常水圧をリアルタイムに把握できる配水監

視システム事業を運用しており，漏水の早期発見につながっている。 

配水ブロック化事業は，配水水圧の適正化による漏水の抑制及び事故・災害時における水運用，

並びにブロック内の事故・被災に対しては，影響範囲の局所化を図れるなど，水道水の安定供給に

必要な事業であり，今後も計画達成を目指して，見直しを行いながら継続実施する。 

  

 


